
 

 

 

５ 参考（用語解説） 
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用語解説

　１　上水道 計画給水人口５，００１人以上の水道。

  ２　簡易水道 計画給水人口１０１人以上５，０００人以下の水道。

　３　専用水道 寄宿舎、社宅等における自家用水道で居住人口１０１人以上、又は

生活の用に供する１日最大給水量が２０ｍ3を越える水道。

　４　簡易専用水道 水道事業の用に供する水道及び専用水道以外の水道であって、水

道事業の用に供する水道からのみ給水を受けるもので、受水槽の容

量が１０ｍ3を超えるもの。

　５　飲料水供給施設 給水人口が１００人以下の給水施設。

　６　水道事業 一般の需要に応じて、水道により水を供給する事業で、上水道事業

や簡易水道事業がこれにあたる。

  ７　水道用水供給事業 水道事業者にその用水を供給する事業。

　８　水道施設 水道のための取水施設、貯水施設、導水施設、浄水施設、送水施

設、配水施設であって、水道事業者の管理に属するもの。

  ９　給水装置 需要者に水を給水するために水道事業者の施設した配水管から分

分岐して設けられた給水管及びこれに直結する給水用具。

１０　普及率（％） ＝（現在給水人口 / 行政区域内人口）×１００

１１　無効水量 配水管本管の漏水量、メーターより上流の給水管の漏水量など有効

に使われなかった水量。

１２　有効水量 ＝有収水量＋無収水量

１３　有収水量 料金収入の対象となった水量。

１４　無収水量 管洗浄用水、公衆飲料用、消火用など、有効に使われているものの

料金収入の対象とならない水量。

１５　有収率（％） ＝（年間有収水量 / 年間給水量) ×１００

１６　有効率（％） ＝（年間有効水量 / 年間給水量）×１００

１７　負荷率（％） ＝（１日平均給水量 /１日最大給水量）×１００
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水 道 の 概 念 図

【水道用水供給事業】

】道水用専易簡【】道水用専【
のみのらか業事道水事道水他のそ道水の用家自

業の用に供する水道以外の 【上水道事業】 受水で、水槽の有効

が量容かれずいの次、てっあで道水 10m3
を超える

(。のもるす当該に 5,001 道水用専(のもる)上以人

となるものを除く）

①居住人口が101人以上

②生活の用に供する1日
最大給水量が20m

3
を

超える

【簡易水道事業】
【小規模貯水槽水道】

※ 但し、他の水道からのみの受水で、 (101人以上～5,000人以下) 水道事業からのみの

地中又は地表に設置される水道施設 受水で、水槽の有効

が量容除をのもるす当該もにれずいの次が 10m
3
以下の

く。 もの

①口径25mm以上の導管

の全長が1500m以下

②水槽の有効容量の合計

が100m
3
以下

【飲料水供給施設】

(50人以上～100人以下)

【飲用井戸】

水道用水供給事業

上水道事業
水道事業

象対用適の法道水業事道水易簡

専用水道

簡易専用水道
貯水槽水道

※

小規模貯水槽水道

外象対用適の法道水設施給供水料飲
（水道法の水質基準に準じた衛生指導の対象）

飲用井戸

※貯水槽水道は、水道事業の供給規程に基づく衛生管理の対象
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